
(2009年夏季研修会資料) 
チェコ共和国新エネルギー事情調査報告

藤本栄之助

 昨年のポーランド調査に引き続いて、今年は 6月 17日から 26日までチェコ新エネルギ
ー事情の調査に当ったので簡単にまとめて報告する。なぜ、ポーランドやチェコなどの中

東欧諸国を選んだのか、それは国力は小さくても、長年にわたって石油資源に頼らず、自

国内に産する石炭や森林資源を有効に活用しながら、自立経済道を着実にたどり、近年に

おいては新エネルギー革命の先頭を切って活躍している国家だからである。

チェコ共和国国旗          チェコ共和国の位置

１．チェコの国情

 チェコ共和国は三つの地域に分かれている。

 北東部のポーランドに接している地域 シレジア地方（Slezsko) 
 東部のスロヴァキアに接している地域 モラヴィア地方（Morava) 
 首都プラハを含む西南部地域     ボヘミア地方（Cechy) 
などである。

 チェコの国力としては、面積が日本の 1/5 人口は 1/10 経済力は 1/30などである。
    項目 チェコ共和国 日本

    面積   78,866Km2 チェコの 5倍
    人口   10,306千人 1.2億人

GDP(総額) 
 (一人当た

り) 

1,751億米ドル
16,970米ドル

51,573億米ド
ル

429,644米ドル
  経済成長率 6.5％ 2.1％
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  物価上昇率 2.8％ 0.2％
 主要産業は機械工業、化学工業および観光業

 ボヘミア地方には広大な炭田が広がり、それをエネルギー源としてドイツ資本による産

業革命が進行し、ヨーロッパ有数の産業国家に発展した。首都のプラハはハプスブルグ家

の中心地として栄え、オーストリア・ハンガリー帝国は栄華を極めた。

 国土はすべて平地で、どこまでも丘陵地帯が続いている。

 森林 48％、耕地 22％、原野 27％、居住地 3％という緑豊かな国である。
２．チェコ略史

 古代、ケルト人が入植居住し、独自の文化を創生。その後民族の大移動にともなって、

ゲルマン人が定住。

6世紀、スラブ人が移住してきて現在のチェコ人の祖先となる。
9世紀、大モラビア帝国成立。

 10世紀、大モラビア帝国滅亡し、ボヘミア王国成立。
 14世紀、ルクセンブルグ王朝成立。カレルⅠ世神聖ローマ帝国皇帝即位。

 1348年、プラハ(カレル)大学建学
 15世紀、ヤン・フツ プラハ(カレル)大学総長に就任。イギリスの影響を受け宗教改革を

断行すると、ローマ法王の弾圧を受け火あぶりの刑に処せられる。ボヘミアでは

それを不満として暴動が起きる（フツ戦争）。

 1620年 ハプスブルグ帝国の支配下におかれる。
 1867年 オーストリア・ハンガリー帝国成立。
 1918年 第 1次世界大戦後、オーストリア・ハナガリー帝国崩壊し、チェコスロバキア
共

    和国成立。

 1938年 ナチスドイツがズデーデン地方に侵攻、ミユンヘン協定によりチェコスロバキア
    共和国崩壊。

 1939年 ボヘミアとモラビア地方はドイツの保護領に。
 1945年 第 2次世界大戦後、再びチェコスロバキア共和国として独立。
 1948年 共産主義体制確立し、ワルシャワ同盟機構に編入。
 1968年 「プラハの春」事件で民主化運動高まるが、ワルシャワ同盟機構軍により弾圧。
 1989年 民主革命(ビロード革命)により共産主義体制終焉。
 1993年 スロバキアと平和裡に分離独立。
 1994年 NATO軍に加盟。
 2004年 EUに加盟。しかし、通貨はいまだにチェコ・コルナが流通（１コルナ 5.6円）。
３．新エネルギー事情

 チェコ共和国は日本の国力の１/30であるが、エネルギー革命では世界の先端を行く先進
国であり、世界の優等生である。国内に産する石炭による発電と原子力発電で、石油に依



存する体質から完全に脱却している。

 幹線高速道路沿いには、太陽光発電所が次々と現れ、風力発電所も古いタイプの風車と

混在しながら、いたるところで見られた。（しかし、6月から 8月にかけての夏場には、ほ
とんど風が吹かず、停止状態が続いていた）

 田舎の民家では、各家庭にいまでも煙突が残っていて、炊事、暖房、風呂などすべて槙

材を使っている。高速道には、材木を積載したダンプトレラーが行き交っていて、槙材の

使用が普及していることが認識できた。しかし、SAの売店で売っている槙材は 10Kgが 144
コルナ（80円/Kg)と非常に高い。各家庭に届けられる流通品はその１/10ぐらいだろうとい
う説明だったが、説明者本人はプラハに住んでいる学者で、真相は不明である。

 チェコの田舎の新エネルギーに馴染んだ生活を実見して、日本の中山間部で居住地の敷

地が広い場所では、いつでも昔の生活に帰ることができるのではないかという感想を持っ

た。

 原子力発電は南ボヘミア地方（チェスキー・クルムロフ近郊）と南モラビア地方（トシ

ェビーチ近郊）にそれぞれ 3基ずつあり、沸騰水型軽水炉で総合能力は 600万 KWである。
（１ヶ所では島根原発の 1.5倍ぐらいの規模）
 現在、冬場では過剰な電力をオーストリアに売却していて、これが大きな利益源になっ

ているので、さらにあと１ヶ所に増設計画があるとのことであった。二つの発電所ともに

広大な原野の中に建設されていて、住民の反対運動はないようだった。

 発電による冷却水での熱交換エネルギーを、コジェネという概念で再利用しようという

感覚はまったくなく、きわめて「もったいない」話である。近くの原野でこのコジェネ・

エネルギーで冬場でも、野菜や果物などを栽培すれば、国力増進に繋がるのにと忠告した

が、理解できないようだった。日本においても、まだこんな感覚は誰も持っていないので、

これからの未利用エネルギー再開発の大きなテーマである。（エネルギー問題に強い商社と

相談してみる予定である）

 余談であるが、南モラビア原子力発電所の近くに、トルストイの「戦争と平和」で有名

なアウステルリッツの戦いの古戦場址がある。ロシア軍将校のヴォルコンスキイ公爵が瀕

死の重症を負って横たわり、深いふかい青空を見上げて、これまでの人生観を変える感動

的な場面である。私が訪れたときはあいにく曇り空で、ヴォルコンスキイ公爵が見上げた

青い空は見ることができなかった。私は長い間、第１の会戦となったセングラーベンの戦

いと、最も激しい戦となったこのアウステルリッツの戦いの場所はどこだろうと、探し続

けていたのだが、こんな身近な場所にあって、しかも突然、私の目の前に現れたのに感動

し、驚いた。

 トルストイの小説を読むと、アウステルリッツの激戦でナポレオンが勝ったのだとばか

り思っていたが、地元の人々はオーストリア・ロシア連合軍の方が勝ったのだ、少なくと

も負けはしなかったという認識である。ナポレオンはここで勝てなかったからこそ、ロシ

アに深く攻め入り、ボロジノの戦いで苦戦し、結局冬将軍に負けて自滅への道をたどった



のだと、チェコの人々は想っている。われわれの民衆の力が歴史を変えたのだという誇り

を、かれらみんなが持っているのである。日本人の私たちは、世界の歴史を変えたのだと

いう誇りを持ち得るのだろうか。

４．付記

（１）視察旅行の行程は(株)旅行社にお願いした。費用は一人当たり 44万円。（延岡→福岡
→成田の航空券および宿泊費を含む）

（２）スケジュール

6月 16日 延岡→福岡
6月 17日 福岡→成田→ウィーン→プラハ
6月 18日 プラハ→カルロビ・バリ
6月 19日 カルロビ・バリ→ブジョヴィッツェ→フルボカ→ホラショヴィッェ→チェ

      スキー・クルムロフ

6月 20日 チェスキー・クルムロフ滞在（バラ祭り見学）
6月 21日 チェスキー・クルムロフ→トシェビーチ→ブルノ
6月 22日 ブルノ滞在
6月 23日 ブルノ→プラハ
6月 24日 プラハ滞在
6月 25日 プラハ→ウィーン→
6月 26日 →成田→福岡→延岡 

（３）参加者 日本から参加 18名
       現地から参加 5 名

合計  23 名

参加者氏名（情報公開に了承をいただいた人のみ）

    宇野 勲   アメリカ DOW Chemical 取締役を経て現在ドイツ Bayer社顧問
    宇野 和子  主婦

    星  悦朗  横浜市保土ヶ谷区役所勤務

    今 寿万子  登山家（ヒマラヤ、メキシコ、南米ペルー等のトレッキング）

    佐々木智恵子 東京在住主婦（松江藩 清原家の一族）

    寺村 正隆  モザイク工芸家

    藤本栄之助  会社顧問 登山家 作家 

Marco K. 静岡県立大学に留学した経験のある日本語が堪能な青年学者

Iba B. 英語

Lomana B.    日本語が上手な女性化学者
Lva T. 英語

        Lisa S.       英語          他 11名


